
「
や
ま
と
市
民
大
学
」
の
受
講
生
を
募
集

6築こう明日の大和を─自治基本条例─

市
が
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
在
日
米
軍

再
編
問
題
に
絡
み
、
去
る
4
月
7
日
、
逢
沢
外

務
副
大
臣
が
、
地
元
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

神
奈
川
県
内
の
主
な
米
軍
基
地
の
視
察
に
訪
れ

ま
し
た
。

厚
木
基
地
周
辺
の
視
察
に
先
立
ち
、
土
屋
市

長
は
、
逢
沢
副
大
臣
、
在
日
米
海
軍
厚
木
航
空

施
設
司
令
官
リ
ー
ド
Ａ．
エ
ク

ス
ト
ロ
ム
大
佐
の
三
者
で
会

談
し
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
に
よ
り
現
在
で
は

Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
ほ
と
ん
ど
が
硫
黄

島
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
の
、
暫
定
施
設
で

あ
り
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
平
成
１２
年
ま
で
基

地
開
放
日
に
実
施
さ
れ
て
い

た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

フ
ラ
イ
ト
が
廃
止
に
至
っ
た

経
緯
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
高
度

で
専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
「
や
ま

と
市
民
大
学
」。
今
回
は
、
今
年
度
開
講
す
る
3

講
座
の
う
ち
、
夏
、
秋
の
2
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
（
冬
期
講
座
の
募
集
は
１０
月
以
降
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
）。

対
　
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

と
こ
ろ
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定

員
▼
各
講
座
５０
人

受
講
料
▼
2，
4
0
0
円
（
学
生
1，
2
0
0
円
）

申
し
込
み
▼
①
は
6
月
7
日（
火
）、
②
は
8
月
2

日（
火
）（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が

き
に
希
望
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
（
返
信
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
）
し
、

〒
2
4
2
―
0
0
1
8
深
見
西
1
―
3
―
１７
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
市
民
大
学
係
へ
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
。
各
学
習
セ
ン
タ
ー
で
直
接

申
し
込
み
も
可
。

①
【
夏
期
講
座
】

テ
ー
マ
▼
大
定
年
時
代
到
来
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
ど
う
築
く
？
」

と

き
▼
6
月
１８
日
〜
8
月
6
日
の
毎
週
土
曜
日

午
後
2
時
〜
4
時
（
全
8
回
）

内

容
▼
外
圧
や
社
会
構
造
の
疲
弊
な
ど
に
よ

り
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化
す

る
中
、
国
民
に
自
立
と
自
助
努
力
で
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
続
々
と
定
年
を
迎

え
る
「
団
塊
の
世
代
」
の
人
た
ち
の
不
安
を
解

消
し
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
生
き
生
き
と
、
熟

年
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
な
が
ら
過
ご
す
方
策
を
考

え
ま
す
。

講

師
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
企
業
・
団
体
支
援
日
本
Ｆ

Ｐ
協
議
会
　
高
橋
廣ひ

ろ
し

氏
、
江
村
か
お
り
氏
、
八や

ツ
井

つ

い

久
嘉

ひ
さ
よ
し

氏
、村
上
隆
氏
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー

八
尋

や

ひ

ろ

由
起
子
氏

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

in fo rmat ion

外
務
副
大
臣
が
厚
木
基
地
周
辺
を
視
察

続
い
て
行
わ
れ
た
厚
木
基
地
周
辺
の
視
察
で

は
、
土
屋
市
長
が
住
宅
密
集
地
と
厚
木
基
地
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
大
和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

屋
上
に
逢
沢
副
大
臣
を
案
内
し
、
艦
載
機
に
よ

る
騒
音
被
害
や
事
故
の
危
険
に
直
面
し
て
い
る

本
市
の
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。

折
し
も
艦
載
機
の
飛
行
を
目
の
当
た
り
に
し

た
逢
沢
副
大
臣
は
、
そ
の
騒
音
に
驚
い
た
様
子

で
、
目
の
前
に
広
が
る
市
街
地
と
厚
木
基
地
に

視
線
を
注
い
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
視
察
後
、
綾
瀬
市
役
所
で
行
わ
れ
た

副
大
臣
と
神
奈
川
県
知
事
お
よ
び
大
和
市
を
含

む
9
市
の
市
長
ら
に
よ
る
意
見
交
換
会
で
土
屋

市
長
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
や
艦
載
機
部
隊
の
移
転
な
ど

厚
木
基
地
の
騒
音
問
題
の
抜
本
的
解
決
を
求
め

ま
し
た
。

今
回
の
厚
木
基
地
周
辺
の
視
察
は
閣
僚
級
と

し
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
本
市
と
し
て
は
今

後
の
日
米
両
政
府
に
よ
る
在
日
米
軍
再
編
協
議

に
、
今
回
の
視
察
の
結
果
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
引
き
続
き
効
果
的
な
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地
対

策
担
当
1（
2
6
0
）5
3
1
0
、

kichi

へ
。

②
【
秋
期
講
座
】

テ
ー
マ
▼
「
脳
を
知
り
、
脳
を
健
康
に
保
つ
」

と

き
▼
9
月
3
日
〜
１０
月
２９
日
の
毎
週
土
曜
日

午
後
2
時
〜
4
時
（
１０
月
8
日
を
除
く
・
全
8

回
）

内

容
▼
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
未
知

の
部
分
が
多
い
脳
の
世
界
。
最
先
端
の
研
究
に

よ
り
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
脳
の
驚
く
べ
き
機
能

や
、
脳
を
健
康
に
保
つ
方
策
を
学
び
ま
す
。

講

師
▼
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
　
中
村
克

樹
氏
、
泉
明
宏
氏
、
石
橋
英
俊
氏
、
望
月
秀
紀

ひ

で

き

氏
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
　
竹

本
篤
史

あ

つ

し

氏
、
緑
川
晶あ

き
ら

氏
、
日
本
大
学
講
師
　
中

村
徳
子

の

り

こ

氏

※
講
義
内
容
は
一
部
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
1（
2
6
1
）0
4
9
1
、

shoug
ai

へ
。

国
、
米
海
軍
、
市
の
三
者
で
会
談

大
和
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
周
辺
状
況
を
視
察



事
業
所
得
者
、
年
金
受
給
者
、
勤
務
先
で
給
与

天
引
き
さ
れ
な
い
人
な
ど
、
市
・
県
民
税
を
個
人

で
納
め
る
人
に
、
今
年
度
の
納
税
通
知
書
を
6
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
。
給
与
天
引
き
の
人
に
は
5

月
中
旬
に
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
を
勤
務
先

に
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
非
課
税
の
人
に
は
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。今

年
度
の
課
税
（
非
課
税
）・
所
得
証
明
書
は
6

月
1
日
か
ら
発
行
し
ま
す
。

◎
定
率
に
よ
る
減
税
の
実
施

今
年
度
も
市
・
県
民
税
所
得
割
額
の
１５
謾
（
4

万
円
を
限
度
）
を
控
除
し
ま
す
。

◎
税
制
改
正
が
あ
り
ま
す
（
主
な
改
正
点
）

①
配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
控
除
対
象
配
偶
者

（
合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
以
下
の
配
偶
者
）

に
つ
い
て
、
配
偶
者
控
除
に
上
乗
せ
し
て
適
用

さ
れ
る
部
分
の
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

②
個
人
住
民
税
均
等
割
の
納
税
義
務
を
有
す
る
夫

と
生
計
を
同
一
に
す
る
妻
で
、
夫
と
同
じ
市
町

村
に
居
住
す
る
者
に
対
す
る
非
課
税
措
置
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
所
得
が
一
定
金
額
（
給
与
収

入
で
は
1
0
0
万
円
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、

市
民
税
1，
5
0
0
円
＋
県
民
税
5
0
0
円
＝
合

計
2，
0
0
0
円
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
税
課
個
人
市
民
税

担
当
1（
2
6
0
）5
2
3
2
〜
4
、

shizei

へ
。

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書
を
発
送

7 広報やまと　2005.5.15 は各課のEメールアドレスです。表示したアドレスの後に「@city.yamato.lg.jp」を続けてください。

昨
年
１２
月
、
景
観
に
関
す
る
初
め
て
の
法
律

「
景
観
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

市
は
今
年
度
を
景
観
元
年
と
位
置
づ
け
、
景
観
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

そ
の
第
1
弾
と
し
て
、

今
回
の
街
づ
く
り
学
校
で

は
「
ま
ち
の
色
」
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、「
建
物
に
は

ど
ん
な
色
が
使
わ
れ
て
い

る
か
」「
周
り
と
調
和
す
る

の
は
ど
ん
な
色
か
」
な
ど

を
実
際
に
ま
ち
を
歩
き
な

が
ら
考
え
ま
す
。
基
礎
的
な
講
座
で
す
の
で
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き
▼
6
月
１１
日
・
１８
日
の
土
曜
日
午
前
9
時

３０
分
〜
午
後
3
時
３０
分
（
全
2
回
）

と
こ
ろ
▼
大
和
駅
周
辺
再
開
発
事
務
所

対
象
／
定
員
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
／
先

着
３０
人

申
し
込
み
▼
6
月
3
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
（
2
6
4
）6
1
0
5
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
市
役
所
都
市
整
備
課
へ
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
都
市
整
備
課
街
づ
く
り

推
進
担
当
1（
2
6
0
）5
4
8
3
、

t-seibi

へ
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

景
観
を
楽
し
く
学
ぶ

〜
ま
ち
の
色
色

い

ろ

い

ろ

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と　き と　こ　ろ 内　　　　　容 講　　師

景観入門 志村直愛氏6月11日
大和駅周辺 ・景観の基礎知識を学びます （関東学院大学講師）

再開発事務所 まちの色色ウオッチング 菅孝能氏6月18日
・建物などの色を調査し、色の使い方を学びます （山手総合計画研究所）

な お よ し

す げ た か よ し

市は、市内のまちを魅力的にしている建物、

街並みなどの事例や、街づくり活動をしている

団体や個人を、毎年「街づくり賞」として表彰

しています。

今年も街づくり賞を募集しますので、身近な

事例や街づくり活動を行っている人や団体など

を紹介してください。

◎募集内容（いずれも自薦・他薦を問いません）

【街づくり活動部門】

まちのルールや計画づくりなど、地域の個

性や魅力を高める街づくり活動をしている団

体・個人。

【街づくり事例部門】

建築物やオープンスペースなど、快適で美

しい空間を作り、魅力的な景観を形成してい

る事例や街並み。

◎応募方法

7月15日（金）（必着）までに①申込者の住所、

氏名、電話番号、②自薦、他薦の別、③賞の区

分、④対象の概要、⑤推薦理由を明記し、直接

またはファクス（264）6105、Ｅメール、郵送

で〒242－8601市役所都市整備課へ。
※応募用紙は市役所、保健福祉センター、各学

習センター、各コミセンにあります（同用紙で

なくても可）。

◇

問い合わせは、市役所都市整備課街づくり推進

担当1（260）5483、 t-seibiへ。

第12回「街づくり賞」を募集

第11回街づくり賞受賞
「グリーンアベニュー」（西鶴間）

街
づ
く
り
学
校
基
礎
コ
ー
ス
を
開
催

i n fo rmat ion


